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天龍村は、愛知県・静岡県に接する 109.44Km2 の山村で、1956 年に平岡村と神原村が
合併して誕生した自治体である。現在の人口は 1,365 名（平成 27 年 10 月 1 日現在）と過
疎化が進んでいるが、林業が盛んだった明治末期から大正初期にかけては 4,000 人台、平岡
ダム工事が行われていた昭和 25 年には 8,337 人が暮らしていた。
日本の多くの地域と同様、天龍村でも高度経済成長期から若年層の都市部流出が続いてい
る。平成 27 年 10 月 1 日現在の 65 歳以上の高齢者の割合も 59.05% と、日本全体の高齢化





額）は 37 億円、内訳は第一次産業が 1 億円、第二次産業が 8 億円、第三次産業が 28 億円
である。長野市の 14,728 億円、長野県川上村の 87 億円と比較しても、経済規模が小さい
ことがわかる1）。また、同データによると、天龍村の雇用者の所得の 27 億円のうち、25 億
円が村内の産業によって賄われている。その一方で、その他の所得（財産所得、企業所得、
交付税、社会保障給付、補助金等）は、52 億円の内 40 億円が村外から流入している。天龍
村の経済を自立させるためには、雇用者所得以外の所得について、村内の資源を活かし、村
内で賄う比率をあげる必要がある。









の考え方は以下のとおりである。村外の商店で買い物をすることが多い A 氏は、10,000 円
のうち 8,000 円を村外の商店での買い物で使い、2,000 円を村内の商店で買い物に使うとす
る。このパターンでは、村に残る金額は 20% である（パターン A）。それに対して、村内
で買い物をすることを好む B 氏は 10,000 円のうち 8,000 円を村内の商店で使い、2,000 円
を村外の商店で使う。このパターンでは、地域に残る金額は 80% である（パターン B）。パ
ターン A はすぐに金銭が村外に流出するのに対し、パターン B はお金がゆっくりと村内の
人々の手に渡っていく。この 2 つのパターンが繰り返される場合、以下のようになる。
A パターン（20% しか地域にとどまらない場合）
1 巡目 :10000 円→ 2000 円
2 巡目 :2000 円→ 400 円
3 巡目 :400 円→ 80 円
4 巡目 :80 円
このパターンの 1 巡目とは、A 氏が村内の商店で 10,000 円のうちの 2,000 円を使うこと




1 巡目 :10000 円→ 8000 円
2 巡目 :8000 円→ 6400 円
3 巡目 :6400 円→ 5100 円
4 巡目 :5100 円→ 4100 円
5 巡目 :4100 円→ 3280 円
B パターンは A パターンよりも村内に残るお金が多く、ゆっくりとお金が村内で循環し








一般の村民を対象にした調査は、2015 年 8 月 26 日から 9 月 13 日にかけて、天龍村の全
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商店を対象とした調査は、村内の 12 の商店全てを対象に行われた。まず 2015 年 9 月に
調査票調査を実施した。調査方法は留置法を用いた。その後同じく 2015 年 9 月に調査票調






















































と答えた人は 13%（35 人）いた。太陽光発電に関心があると答えた人（19%、53 人）より
は少ないものの、薪ストーブへの関心が高いことがわかる。また、薪風呂に関心があると答














人数 パーセント 人数 パーセント
無料 90 33.3% 58 21.5%
3,000 円未満 5 1.9% 20 7.4%
3,000 円～ 5,000 円未満 3 1.1% 4 1.5%
5,000 円～ 10,000 円未満 3 1.1% 2 0.7%
10,000 円～ 15,000 円未満 1 0.4% 1 0.4%
それ以上 3 1.1% 1 0.4%
無回答・非該当 165 61.1% 184 68.1%
合計 270 100.0% 270 100.0%
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内が多い」を併せると 29.7%（80 名）、野菜・キノコと乳製品の同割合は、それぞれ 21.8%










を考える時期に差し掛かっている。調査が行われた 2015 年当時、天龍村には 12 の商店が
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店があるのは、約 400 世帯が暮らす長野県高山村中山地域である。JA 須高山田支所の廃止
が決定した際に、住民から地域に商店の存続を訴える意見が出た。




会社大宮産業」をあげることができる。大宮産業では住民 108 人が 700 万円を出資している。















広島県安芸高田市「万屋」「油屋」 2000 年 一戸あたり 1000 円の出資金、約 250 戸から出資を受ける
三重県松坂市「コミュニティーうきさとみんなの店」 2007 年 自治体の全世帯が 1 万円ずつ出資
宮城県丸森町「大張物産センターなんでもや」 2003 年
地元の出資者（約 20 名）から約 200 万円、協力金






高知県四万十市「株式会社大宮産業」 2006 年 住民 108 人が 700 万円を出資
新津（2017）より作成
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その中でも、「大張物産センター なんでもや」は、出資者と協力金出資者を分けることで、
出資者しやすい仕組みを作っている。「なんでもや」がある宮城県丸森町大張地区は、人口
約 800 人の、町の中心地より約 10km 離れた山間地に位置している。この地域では、2002
年に最後の小売店が閉店してしまい、地域内で日用品を入手することもできなくなった。
この状況を受け、地元の有志が立ち上がり、2003 年に「大張物産センター なんでもや」
が開店した。現在までに、地元の出資者（約 20 名）から約 200 万円、協力金出資者（200
世帯）から 40 万円など、あわせて約 260 万円の出資を受けている。







している。出資金は一戸あたり 1000 円、約 250 戸から出資を受けている。
また、三重県松坂市柚原町の「コミュニティーうきさとみんなの店」では、自治体の全世








naissance Community Cooperative, 2017）。




によって共同で行われ、組合員 1 人につき 1 票を投じることができる。
2016 年にルネサンス・コミュニティ協同組合はウインディキシーの跡地に店舗をオープ
ンした。ルネサンス・コミュニティ協同組合の組合員は 900 人以上、組合員になるには
100 ドル（2017 年 10 月現在、約 1 万 1,000 円）を出資する必要がある。店舗は毎日、朝
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